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日
、
鯖
江
電
鉄
株
式
会
社
へ
挨
拶
に
行
き
、
翌
日
か
ら
乗

務
区
の
電
車
運
転
士
の
工
程
表
に
入
れ
て
も
ら
い
勤
務
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

福
武
電
気
鉄
道
株
式
会
社
と
鯖
浦
電
気
鉄
道
株
式
会
社

が
合
併
し
て
福
井
鉄
道
株
式
会
社
と
な
り
、
乗
務
区
も
合

併
と
な
り
ま
し
た
。
昭
和
四
十
五
年
三
月
に
は
鯖
浦
線
西

田
中
駅
長
と
な
り
ま
し
た
。
昭
和
四
十
七
年
十
月
に
は
西

田
中
駅
と
織
田
広
線
の
間
は
バ
ス
運
行
と
な
り
、
昭
和
四

十
八
年
十
一
月
に
は
鯖
浦
線
全
線
が
バ
ス
運
行
と
な
り
ま

し
た
。

そ
こ
で
私
は
本
社
勤
務
と
な
り
、
運
転
課
に
勤
務
、
昭

和
四
十
九
年
三
月
、
定
年
退
職
と
な
り
ま
し
た
。
定
年
の

日
よ
り
十
カ
月
は
失
業
保
険
金
が
受
給
で
き
な
い
の
で
、

そ
の
間
に
運
転
免
許
を
取
得
し
ま
し
た
。

昭
和
五
十
三
年
一
月
よ
り
朝
日
町
朝
日
区
の
区
長
と
な

り
、
昭
和
五
十
三
年
四
月
よ
り
新
設
さ
れ
た
朝
日
町
老
人

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
初
代
苑
長
と
な
り
、
昭
和
六
十
一
年

四
月
に
は
同
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
退
職
し
ま
し
た
。
そ
の

間
、
脳
卒
中
で
倒
れ
、
救
急
車
で
運
ば
れ
入
院
し
ま
し
た

が
軽
く
て
す
み
一
カ
月
程
で
退
院
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。今

は
家
族
は
父
、
母
、
妻
、
長
女
、
妹
、
そ
し
て
私
の

計
六
人
暮
ら
し
で
す
。

支
那
事
変
の
時
に
戴
い
た
物
は
次
の
も
の
で
す
。

勲
八
等
白
色
桐
葉
章

受
賞
（
昭
和
十
五
年
四
月
）

支
那
事
変
従
軍
記
章

受
賞
（

〃

）

独
立
混
成
旅
団
（
島
兵
団
）

の
一
員
と
し
て

富
山
県

山

崎

芳
二
郎

私
は
島
兵
団
、
独
立
歩
兵
第
七
十
四
大
隊
、
兵
器
係
と

し
て
、
昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
二
月
、
編
成
替
え
の

時
に
本
部
付
と
な
り
、
終
戦
ま
で
北
支
那
で
勤
務
を
し

た
。私

は
兵
器
の
専
門
知
識
は
全
然
無
か
っ
た
。
兵
器
係
の

下
士
官
は
旅
団
命
令
で
専
門
教
育
を
受
け
て
い
た
が
、
私
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は
主
に
事
務
的
な
、
単
に
「
兵
器
係
」
と
い
う
任
務
で

あ
っ
た
。
下
士
官
は
、
兵
技
下
士
官
で
あ
る
。

独
立
混
成
旅
団
は
北
支
一
円
の
警
備
の
戦
闘
が
任
務
で

あ
る
が
、
私
は
初
め
か
ら
昌
徳
に
お
り
、
昌
徳
付
近
の
戦

闘
・
警
備
で
終
わ
っ
た
。

昭
和
十
八
年
八
月
、
大
隊
本
部
は
昌
徳
か
ら
若
干
移
動

し
た
が
、
私
は
ほ
と
ん
ど
兵
器
係
と
し
て
、
戦
闘
は
部
隊

本
部
に
つ
い
て
行
く
こ
と
が
多
か
っ
た
（
小
行
李
）。
食

糧
と
大
・
小
行
李
が
一
緒
に
な
っ
て
動
い
て
い
た
。

大
き
な
作
戦
は
、
昭
和
十
八
年
二
月
の
大
行
山
脈
の
作

戦
で
し
た
。
そ
し
て
「
キ
西
作
戦
」「
キ
東
作
戦
」
で
し

た
。
ほ
と
ん
ど
が
北
支
ば
か
り
で
あ
り
、
共
産
八
路
軍
と

の
戦
い
が
多
か
っ
た
。
蔣
介
石
軍
で
な
く
、
共
産
八
路
軍

で
す
。

我
々
の
部
隊
は
、
京
漢
線
（
北
京
〜
漢
口
）
の
警
備
が

主
任
務
で
、
京
漢
作
戦
は
鉄
道
を
守
る
、
鉄
道
を
確
保
す

る
た
め
の
作
戦
で
す
。
線
路
、
即
ち
そ
の
沿
線
を
確
保
す

る
の
が
主
任
務
で
す
。
京
漢
（
北
京
）・
承
徳
の
各
中
隊

か
ら
主
要
な
地
区
に
警
備
隊
が
出
て
い
た
。
西
コ
ウ
、
水

治
鎮
・
カ
ン
大
鎮
（
炭
鉱
）
な
ど
に
も
警
備
隊
が
出
て
い

た
。昭

和
十
七
年
七
月
十
日
、
我
々
は
昌
徳
に
入
り
ま
し

た
。
先
程
申
し
た
ご
と
く
、
主
た
る
任
務
は
、
京
漢
線
の

警
備
で
す
が
、
京
漢
線
は
軍
の
み
の
鉄
道
で
は
な
く
、
勿

論
、
民
間
人
に
と
っ
て
も
主
要
な
交
通
機
関
で
し
た
。
軍

の
装
甲
車
な
ど
は
民
間
の
列
車
の
間
に
運
行
し
て
い
た
の

で
し
た
。

私
達
は
、
支
那
事
変
勃
発
の

溝
橋
を
出
発
し

に

着
い
て
本
部
に
報
告
に
行
っ
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。

本
部
勤
務
で
苦
労
し
た
の
は
、
大
隊
本
部
に
は
下
士
官

が
多
い
。
本
部
事
務
室
に
は
八
人
、
経
理
室
に
は
主
計
将

校
、
曹
長
一
人
、
伍
長
・
軍
曹
数
人
、
兵
器
室
も
将
校
一

人
、
曹
長
一
人
、
軍
曹
・
伍
長
な
ど
、
大
隊
本
部
に
も
、

人
事
係
・
功
績
・
通
信
、
本
部
軍
務
室
下
士
官
八
人
位
が

お
り
、
そ
の
割
に
兵
隊
は
少
な
く
苦
労
し
た
も
の
で
あ

る
。大

行
作
戦
の
時
は
、
軍
馬
一
〇
〇
頭
、
そ
の
う
ち
の
大

部
分
が
日
本
軍
に
協
力
す
る
中
国
保
安
隊
で
あ
る
。
保
安
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隊
の
兵
器
の
修
理
は
、
本
部
兵
器
係
が
修
理
す
る
。

日
本
軍
の
九
二
式
重
機
関
銃
は
優
秀
で
あ
っ
た
が
、
昭

和
十
九
年
末
期
頃
か
ら
、
南
方
に
転
用
さ
れ
た
の
か
、
姿

を
消
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
九
二
式
大
隊
砲
は
余
り

使
用
し
な
く
な
っ
た
。
独
立
山
砲
隊
が
配
属
に
な
っ
た
か

ら
か
も
知
れ
な
い
。
軽
機
関
銃
は
、
十
一
年
式
と
、
鹵ろ
獲かく

品ひん
の
チ
エ
ッ
コ
式
軽
機
関
銃
の
併
用
で
あ
っ
た
。

昭
和
十
九
年
か
ら
二
十
年
に
な
る
に
従
い
、
北
支
の
状

況
も
だ
ん
だ
ん
と
悪
く
な
っ
て
き
た
。
兵
器
の
程
度
も
、

員
数
も
少
な
く
な
り
、
戦
況
も
悪
く
な
っ
て
き
た
感
じ
が

し
始
め
て
い
た
。

支
那
派
遣
軍
も
、
南
方
に
転
用
さ
れ
る
部
隊
が
多
く
な

り
、
兵
員
も
兵
器
も
段
々
と
減
少
し
て
い
っ
た
よ
う
な
感

じ
が
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
れ
に
反
し
、
中
国
軍

は
米
軍
兵
器
が
装
備
さ
れ
て
き
た
と
感
じ
て
き
た
。

昭
和
二
十
年
六
月
末
、
北
流
寺
で
部
隊
長
以
下
四
十
八

人
が
戦
死
し
た
。
三
〇
〇
〇
人
の
中
国
軍
に
包
囲
さ
れ
全

滅
し
た
の
で
あ
る
。
第
三
中
隊
が
包
囲
攻
撃
さ
れ
た
の
で

あ
っ
た
。
部
隊
長
以
下
四
十
八
人
の
遺
体
を
収
容
し
、
荼

毘
に
付
し
た
。

我
々
は
部
隊
が
包
囲
さ
れ
た
と
の
情
報
に
よ
り
救
援
に

行
っ
た
が
、
敵
に
包
囲
さ
れ
て
入
れ
な
い
。
そ
の
頃
に
な

る
と
八
路
軍
の
兵
力
は
多
く
な
り
、
情
報
の
把
握
も
よ
く

な
っ
て
い
た
。
八
路
軍
は
こ
ち
ら
が
強
く
、
兵
力
が
多
け

れ
ば
逃
げ
る
が
、
少
な
い
と
見
る
と
強
く
攻
撃
し
て
来

る
。
ま
た
、
情
報
も
住
民
等
か
ら
良
く
入
っ
て
い
て
、
我

が
軍
の
損
害
も
多
く
な
っ
て
き
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

各
地
の
分
哨
で
も
、
兵
力
が
少
な
い
と
見
る
と
襲
撃
さ

れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
あ
る
部
隊
で
討
伐
に
行
き
、

帰
隊
の
時
、
一
人
が
残
さ
れ
て
し
ま
い
、
他
の
部
隊
に
収

容
さ
れ
た
者
が
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
兵
隊
を
収
容
し
た

の
が
他
部
隊
で
あ
っ
た
た
め
、
収
容
し
た
隊
で
は
そ
の
兵

を
逃
亡
兵
だ
と
軍
法
会
議
に
廻
し
、
そ
の
兵
は
処
罰
さ
れ

た
。
そ
の
後
彼
は
そ
の
こ
と
で
悩
み
苦
し
ん
で
病
死
し
て

し
ま
っ
た
。
自
分
で
逃
亡
し
た
の
で
は
な
い
。
そ
の
所
属

部
隊
が
そ
の
兵
を
収
容
せ
ず
帰
隊
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

む
し
ろ
、
収
容
し
な
か
っ
た
所
属
部
隊
に
も
責
任
が
あ
っ
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た
の
だ
。
他
部
隊
に
収
容
さ
れ
た
ば
か
り
に
逃
亡
と
さ
れ

た
と
い
う
。
本
当
に
可
哀
想
で
あ
る
。

ま
た
、
あ
る
分
哨
隊
が
一
人
を
残
し
全
滅
し
た
が
、
分

哨
長
の
み
助
か
っ
た
。
中
隊
長
か
ら
責
任
を
と
っ
て
「
お

前
も
死
ね
」
と
言
わ
れ
た
。
本
人
は
新
婚
早
々
で
苦
し
ん

だ
が
、
私
に
「
死
ね
と
言
わ
れ
た
が
、
死
ね
な
か
っ
た
」

と
告
白
し
た
。
私
は
理
解
し
て
同
情
し
た
。
彼
は
「
理
解

し
て
も
ら
っ
て
有
難
う
」
と
言
っ
て
い
た
。

あ
る
中
隊
で
、
曹
長
が
泥
酔
し
て
死
ん
だ
の
を
、
中
隊

長
が
、
状
況
を
作
っ
て
戦
死
と
し
た
。
こ
の
こ
と
が
判
っ

た
ら
、
中
隊
長
は
自
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を

犯
し
て
、
中
隊
長
は
部
下
の
名
誉
を
思
い
戦
死
に
し
た
。

他
の
部
下
の
者
達
は
、
こ
の
中
隊
長
の
た
め
な
ら
死
ん
で

も
よ
い
と
、
以
後
、
中
隊
の
た
め
に
一
生
懸
命
に
尽
く
し

た
と
い
う
。
情
を
そ
の
よ
う
に
使
っ
て
は
い
け
な
い
の
だ

が
、
軍
隊
生
活
の
中
で
は
、
こ
の
よ
う
な
い
ろ
い
ろ
の
こ

と
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
私
は
、
こ
の
中
隊
長
の
行
為

は
、
し
て
な
ら
ぬ
こ
と
だ
が
立
派
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。

軍
隊
は
運
隊
か
も
知
れ
な
い
が
、
初
年
兵
時
代
の
こ
と

を
思
う
と
、
叩
か
れ
て
済
む
な
ら
そ
れ
で
良
い
が
、
陰
湿

な
い
じ
め
は
い
や
だ
っ
た
。
人
の
前
で
残
酷
な
い
じ
め
は

い
や
だ
っ
た
。
今
で
も
、
そ
の
人
の
人
格
を
疑
う
。
軍
隊

生
活
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
人
の
人
格
を
疑
う
。
私
的
制
裁

も
教
育
上
な
ら
ま
だ
し
も
、
感
情
を
も
っ
た
、
陰
湿
な
制

裁
は
す
べ
き
で
な
い
と
、
今
で
も
思
っ
て
い
る
。
そ
れ
を

実
行
し
て
悔
い
な
き
者
で
あ
る
な
ら
そ
の
人
の
人
格
を
疑

う
も
の
で
あ
る
。

独
立
混
成
第
一
旅
団
の
歩
み

抜
粋

昭
和
十
四
年
、
陸
軍
は
中
国
本
土
派
遣
部
隊
の
大
規
模

な
改
革
整
理
を
実
施
し
た
。
治
安
回
復
、
維
持
に
必
要
な

兵
力
建
設
し
て
長
期
攻
囲
態
勢
を
整
備
す
る
と
共
に
、
対

ソ
戦
備
の
た
め
在
支
師
団
の
大
部
分
を
復
員
さ
せ
弾
発
力

の
回
復
を
図
っ
た
。

新
設
さ
れ
た
師
団
は
十
、
独
立
混
成
旅
団
は
十
四
に
及

ん
だ
。
後
備
部
隊
な
ど
を
改
変
す
る
独
立
混
成
旅
団
は
三

次
に
分
け
て
新
設
さ
れ
た
。
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第
一
次
は
一
月
十
四
日

第
六
旅
団

第
十
四
旅
団
で
北
支
中
支
の
現
地
で
行

う
。

第
二
次
は
七
月
二
十
二
日

第
一
第
十
五
旅
団
で
復
員
部
隊
を
充
当
し
て
現
地
で

編
成
。

北
支
に
あ
っ
た
第
一
〇
九
師
団
は
昭
和
十
四
年
七
月
二

十
二
日
復
員
が
発
令
さ
れ
た
が
、
同
時
に
発
令
さ
れ
た

「
独
立
混
成
第
一
、
第
十
五
旅
団
臨
時
編
成
要
領
令
甲
第

二
十
六
号
」
に
よ
り
、
第
一
〇
九
師
団
の
一
部
及
び
独
立

機
関
銃
第
四
大
隊
を
基
幹
と
し
て
独
立
混
成
第
一
旅
団
が

再
編
さ
れ
た
。

同
旅
団
は
既
設
の
旅
団
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
十
三
年
秋

に
、
そ
の
歩
兵
連
隊
を

春
駐
屯
隊
に
さ
せ
て
、
一
旦
、

そ
の
編
合
を
解
か
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

発
令
さ
れ
た
独
立
混
成
第
一
旅
団
（
以
下
兵
団
と
称
す

る
）
の
編
成
は
次
の
通
り

旅

団

長

谷
口

呉
朗
少
将

旅
団
司
令
部

独
立
歩
兵
第
七
十
二
大
隊

六
十
九
連
隊
第
一
大
隊
）

独
立
歩
兵
第
七
十
三
大
隊

金
沢
）

独
立
歩
兵
第
七
十
四
大
隊

独
立
歩
兵
第
七
十
五
大
隊

独
立
歩
兵
第
七
十
六
大
隊

旅
団
砲
兵
隊

金
沢
）

旅
団
工
兵
隊

金
沢
）

旅
団
通
信
隊

歩
兵
大
隊

八
一
〇
人

砲
兵
隊

六
二
〇
人

工
兵
隊

一
七
六
人

通
信
隊

一
七
五
人

旅
団
計

五
、
〇
四
八
人

202


